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愛南町営業戦略推進計画等策定懇話会 

「アイ」を形にする（仮）デザインシンキングワークショップ 

第１回 報告書 

 

 

日 時： 令和２年８月３日（月）18 時〜20 時 

場 所： 愛南町役場（本庁）３階 大会議室 

参加者： 町民 12 名、職員 17 名、スタッフ７名 

内 容： デザインシンキング講座、問題発見ワークショップ 

     ※新型コロナ対策として、検温・消毒・マスク着用にて入場 

次 第： １．開会 

      ・商工観光課長あいさつ ・担当者紹介 ・概要説明 

     ２．デザインを使いこなすためのデザイン講座 

     ３．問題の発見と解決を探るワークショップ 

     ４．閉会 

 

●はじめに 

商工観光課長あいさつの後、事務局より本事業の概要を説明。スタッフ、ファシリテーター紹介

後、以下ファシリテーターが進行。 

 

＜ファシリテーター紹介＞ 

ビンデザインオフィス有限会社 代表取締役 山内敏功氏 

1950 年愛媛県出身。東京(株)エイリーフォーにて森永乳業、明星

食品、不二家等のパッケージデザインを担当する。1980 年ビンデザ

インオフィス設立。パッケージデザインを中心に、自治体ブランデ

ィングや地域活性化イベントのプロデュースも多数手掛けている。 

2000年から2012年まで松山市ことばのちから実行委員会委員長を

務め、ことばのちからで地域活性化を企画。島根県雲南市、愛媛県

松前町、伊予市、砥部町、尾道市生口島ではデザインシンキング手

法でロゴマーク等を制作する。農業施設・道の駅からり、漁業組合

遊子の台所など一次産業の活性化にも取り組んでいる。 
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●「デザインを使いこなすためのデザイン講座」 

第１回ワークショップでは、今回のロゴマーク／キャッチフレーズ制作のワークショップを開催

するにあたり、ファシリテーターによるデザイン講座を開講。具体的な事例を参考に、デザインシ

ンキングとは何か、ワークショップを開催する目的、進め方、最終的な目標について解説する。 

（※以下概要／レジュメより抜粋） 

 

１．デザインシンキング ワークショップについて 

＜目的＞ 

・他人事を自分事に、自分事を他人事に捉える    

 意識改革 

・デザインを使いこなせるスキルを身につける 

・モチベーションを高める 

＜委員の条件＞ 

・話せる人、聞ける人 

・参加者が偏らない 

（幅広い業種の人材で構成する） 

・ファシリーテーターはデザイナー（デザインシンキングの絶対条件） 

＜参加の条件＞ 

・愛南町への固定したイメージを持たない 

・自分の意見を押し付けない 

・変化や失敗をおそれない 

・柔軟であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

＜デザインシンキングの流れ＞ 

１：委員会発足／事例を参考にデザイン講座 

２：問題の発見と解決を探るワークショップ 

３：解決を目指すテーマの決定（方向性の決定） 

４：それぞれのアイデア提案（ブラッシュアップのための意見出し） 

５：ロゴマーク／キャッチフレーズの決定 

６：ロゴマーク展開案（デザインフォーマットの検討） →次の事業へつなぐ 

（※今回はコロナ対策のため全 4回で実施） 

 

＜デザインシンキングの特徴＞ 

デザインシンキングワークショップでは、ファシリテーターは参加者の発言を促し、そこで集ま

った「ことば」の編集からデザインアイデアへと進行する。進行と共にデザインの具体案が姿を現

してくるため（自分たちの意見がアイデアとなり形になっていく）、共に企画に参加した意識が高ま

る。 

 

＜ルールは２つ＞ 

１．最初から具体的なテーマを決めない（仮テーマ：「アイ」を形にする） 

２．「こんな町にしたい」から始める（カンカラコモデケアの法則） 

  ①感動のある町 ②カラフルな町（色彩） ③今日性のある町（SDGs 等） ④物語がある町 

  ⑤データ（情報）がある町 ⑥決意がある町 ⑦明るい町（プラス思考） 

 

＜ゴールはみんなで作る＞ 

ロゴマークの完成がゴールになりがちだが、決定したロゴマーク／キャッチフレーズを活用し商品

やサービスに展開することで、産地間競争の中で勝てる商品、町に育てていくことを目標にする。 

 

２．事例紹介 

ファシリテーターがこれまでに手掛けた農業・漁業・六次産業・道の駅などのロゴマークと展開

例を紹介。デザインシンキングの手法を用いた協働の成功事例として尾道市生口島の事例を紹介す

る。 

 

（１）農業生産法人にゅうず 

（２）ギノーみそ 

（３）愛ブランド 

（４）遊子の台所プロジェクト 

（５）愛育フィッシュ 

（６）内子フレッシュパークからり 

（７）行政ブランディング（松前町、砥部町、伊予市） 
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（８）一福百果 

（９）♡するれもんの島（尾道市未来創造計画〜六次産業化プロジェクト） 他 

 

●問題の発見と解決を探るワークショップ 

町民 13 名、職員 15 名の 28 名でワークショップを実施。４班（各班７名）に分かれて、「観光」「農

業」「漁業」「産業」「その他」の５項目について、愛南町の問題点と解決方法のアイデア、さらにキ

ーワードになることば（発想素材）を抽出する。各班の意見まとめは別添のとおり。これをもとに

ファシリテーターが情報を整理・分析し、次回ワークショップで報告する。 

 

（以上） 
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